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はじめに

近年、私たちを取り巻く社会環境は、少子高齢化の進展や家族形態の変化、個人の

価値観の多様化など、大きな転換期を迎えています。

こうした社会環境の変化の中で、男女が性別にかかわらず主体的に行動することが

一層求められています。

本市では、性別にとらわれず自分らしく生きることができる男女共同参画社会を実

現するため、平成２８年４月に「名寄市男女共同参画推進条例」を施行し、男女共同

参画に関する基本理念を定めました。

また、平成２９年３月、条例第１５条に基づく計画として「第２次名寄市男女共同

参画推進計画」を施行し、これに基づき男女共同参画の取組を進めてきました。

個人の能力や個性を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現は、持続

可能なまちづくりにとって不可欠なものですが、依然として性別による固定的な役割

分担意識やそれに基づく社会の制度や慣行が一部では残っており、家庭、職場、学校、

地域などあらゆる場面において解決していかなくてはならない課題が存在しているの

が現状です。

このような状況を踏まえ、今までの取組のさらなる推進と、新たな課題に対する基

本目標や具体的事業を盛り込んだ「第３次名寄市男女共同参画推進計画」を策定しま

した。

この計画を推進し、実効性のあるものとするためには、行政と市民、事業者、関係

機関の皆さまが連携し、積極的な取組を進める必要があることから、今後とも一層の

ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

最後に、この計画の策定にあたり、熱心なご審議いただき貴重なご意見・ご提言を

いただきました名寄市男女共同参画推進委員会の委員の皆さまをはじめ、アンケート

調査等にご協力いただいた市民の皆さま、関係各位に対しまして心から感謝申し上げ

ます。

令和５年３月

名寄市長 加 藤 剛 士
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第１章 計画の概要

１．計画策定の目的と背景

国連が１９７５年（昭和５０年）に提唱した国際婦人年を契機として、国内においても１９

７７年（昭和５２年）に「国内行動計画」が策定され、女性の地位向上に関する総合的な取組

が始まりました。

１９８５年（昭和６０年）に「男女雇用機会均等法」の公布と「女子差別撤廃条約」の批

准、１９９４年（平成６年）には男女共同参画推進本部が設置され、１９９６年（平成８年）

に「男女共同参画２０００年プラン」を策定、１９９９年（平成１１年）に「男女共同参画社

会基本法」が制定・公布され、２０００年（平成１２年）に「男女共同参画基本計画」が策定

されるなど、男女共同参画社会の実現に向けての取組が進められてきました。

また、２０１５年（平成２７年）には、女性が自らの意思によって職業生活を営み、個性と

能力が十分に発揮できる社会を整備するため、「女性の職業生活における活躍の推進に関する

法律（女性活躍推進法）」が制定・公布されました。

名寄市においても、２０１５年（平成２７年）１２月に「名寄市男女共同参画推進条例」を

制定し、男女共同参画社会の実現をめざしてさまざまな施策を推進してきました。

しかし、依然として性別による固定的な役割分担意識やそれに基づく社会の制度・慣行が一

部では残っているため、男女共同参画社会に関して、さらなる市民意識の高揚と推進を図るた

め、２０１７年（平成２９年）３月に「第２次名寄市男女共同参画推進計画」を策定していま

す。

本計画は、前計画に引き続き、本市における男女共同参画の基本的な考え方を示すとともに、

地域社会全体で男女共同参画社会の実現に向けた取組を、総合的かつ計画的に推進するために

策定しました。



第１章 計画の概要

２．計画の期間

本計画の期間は、「名寄市総合計画（第２次）」の後期の計画期間にあわせて２０２３年度

（令和５年度）から２０２６年度（令和 8年度）までの 4年間とします。ただし、国の施

策、社会情勢の変化に応じて必要な見直しを行ないます。

３．計画の位置づけ

本計画は、名寄市男女共同参画推進条例第１５条の規定に基づく「基本計画」、男女共同参

画社会基本法第１４条第３項の規定に基づく「市町村男女共同参画計画」、配偶者からの暴力

の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）第２条の３第３項の規定に基づく「市

町村基本計画」、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）第６条

第２項の規定に基づく「市町村推進計画」として位置づけます。

また、「名寄市総合計画（第２次）」を上位計画とし、男女共同参画社会の実現をめざすため

の個別計画として位置づけられるものであ

り、各部所管の個別計画と連携を図ります。

【イメージ図】
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第２章 男女共同参画に向けた基本理念

名寄市男女共同参画推進条例の６つの基本理念のもと、男女共同参画の推進に関する施策を

進めていきます。

◆基本理念◆

１ 男女の人権の尊重
性別にとらわれず、お互いの人権を尊重し、個人として能力を発揮する機会が確保され

ることをめざします。

２ 社会における制度又は慣行についての配慮

社会制度や慣行により、男女のさまざまな活動が制限されない配慮が広がることをめざ

します。

３ 政策等の立案及び決定への共同参画

男女が社会の対等な構成員として、あらゆる分野において共同して参画する機会が確保

されることをめざします。

４ 家庭生活における活動と他の活動の両立

家族を構成する男女がお互いに協力し、家庭生活における活動と職場、学校、地域にお

ける活動を両立できる社会をめざします。

５ 性と生殖に関する個人の意思の尊重と健康への配慮

男女が互いの性について理解し、妊娠又は出産に関して個人の意思が尊重されるととも

に、生涯にわたり性と生殖に関して健康な生活を営むことができる配慮が広がることをめ

ざします。

６ 国際社会における取組への配慮

国際的な取組を踏まえた、男女共同参画の推進をめざします。

〈名寄市男女共同参画推進条例第３条～第８条〉



第３章 計画の内容 基本目標Ⅰ

１．基本目標

【基本目標Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた意識づくり】

男女共同参画社会を実現するためには、これまでの社会制度や慣行などから形成された、固

定的な性別役割分担意識や性差に関する偏見・固定観念、無意識の思い込み(アンコンシャス・

バイアス)にとらわれず、一人ひとりが男女共同参画について自分のこととしてとらえていくこ

とが重要です。

社会のあらゆる分野で男女共同参画の気運を高めていくためにも、子どもをはじめ様々な世

代で固定的な性別役割分担意識を植え付けず、また、押し付けない個人を尊重した取組を進め

るとともに、男女双方の意識改革と理解促進の取組を進めていきます。

◆数値目標◆

※参考：名寄市男女共同参画に関する市民アンケート調査結果より(令和 4年 7月実施)

項目 現状値 目標値

社会全体における男女平等感 21.9％※ 50％



第３章 計画の内容 基本目標Ⅱ

【基本目標Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画社会の推進】

社会における活動や個人の生き方が多様化する中で、男女が自らの意志によって社会のあら

ゆる分野における活動に参画する機会が確保されるには、ワーク・ライフ・バランス※1や働き

方改革など、男女双方を対象にした取組の推進が必要不可欠です。

このため、男女共同参画社会の実現に向けて、職場・地域・政策決定への参画など、社会の

あらゆる分野で男女共同参画の必要性を実感できる取組や、男女の多様な選択を可能とする育

児・介護の支援基盤の整備を推進していきます。

◆数値目標◆

※2参考：名寄市決算審査特別委員会における各種協議会・審議会の男女比率資料(基準日

R4.9.1)

※3参考：内閣府男女共同参画局による地方公共団体に関する男女共同参画等に係る調査へ報

告した名寄市の数値(基準日：R4.4.1)

※１ワーク・ライフ・バランス 「仕事と生活の調和」を意味し、働くすべての方々が、「仕

事」と育児や介護、趣味、休養、地域活動といった「仕事以外の生活」との調和をとり、

その両方を充実させる働き方・生き方のこと。

項目 現状値 目標値

行政委員会、審議会等に
おける女性委員の割合

36.5％(R4)※2 40％以上 60%以下

女性委員長のいる審議会等
の比率

6.6％(R4)※3 30％



第３章 計画の内容 基本目標Ⅲ

【基本目標Ⅲ 安全で安心して暮らせる環境づくり】

男女共同参画社会を実現するためには、憲法にうたわれた「健康で文化的な最低限度の生活

を営む権利」が保障され、男女すべての人が心身ともに健康でいきいきと暮らせる環境をつく

ることが必要不可欠です。

健康の保持のためには、女性は心身の状況が年代によって大きく変化する特性を踏まえ、各

種検診等の充実など個人の置かれた状況に寄り添った切れ目のない支援が必要となっています。

加えて、性と生殖に関する個人の意思の尊重と健康への配慮を行っていくためには、年齢に

応じた性教育の取組も重要となっています。

また、安全で安心して暮らせる環境づくりのためには、女性の貧困等の生活困難者への支援

をはじめ、重大な人権侵害でもあるＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）※1やさまざまなハ

ラスメントに対する取組が重要であり、意識啓発の広報活動や相談体制の整備を進めていきま

す。

◆数値目標◆

※参考：名寄市女性のためのがん検診推進事業における3項目のがん検診受診率の平均値

【名寄市女性のためのがん検診推進事業】

以下の対象者に無料検診案内のハガキを送付し、受診促進を行っています。

・子宮がん：20.25.30.35.40 歳の女性

・乳がん：40.45.50.55.60 歳の女性

・大腸がん：40歳の女性

項目 現状値 目標値

がん検診受診率
(女性のためのがん検診推進事業)

23.5％※ 50％



【参考資料】

※国民生活基本調査より国立がん研究センターがん対策情報センターにて作成された資料を

基に作成

※１ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） 配偶者や恋人など親密な関係にある、又はあっ

た者から振るわれる暴力。身体的暴力のみならず、言葉の暴力、性行為の強要、物の破壊

に加え、生活費を渡さないなど経済的暴力等も含む。





































































































第３次名寄市男女共同参画推進計画

令和５年３月発行

発行／名寄市

編集／名寄市市民部環境生活課

〒096-8686 名寄市大通南１丁目１番地

TEL:01654-3-2111 FAX:01654-9-4011

E-mail:ny-seikatsu1@city.nayoro.lg.jp


